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第
一
部

障
害
者
総
合
支
援
法
３
年

目
の
見
直
し
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か

厚
生
労
働
省
は
社
会
保
障
審

議
会
・
障
害
者
部
会
で
「
障
害

者
総
合
支
援
法
」
施
行
３
年
後

の
見
直
し
を
進
め
て
き
た
。

障
害
者
部
会
は
、
有
識
者
や

福
祉
関
係
団
体
の
代
表
者
な
ど

総
数
29
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

◆
障
害
者
部
会
の
審
議
状
況

・
平
成
27
年
４
月
：
審
議
開
始

・
平
成
27
年
５
月
～
６
月
：
障

害
関
係
等
45
団
体
を
対
象
に
、

４
回
に
わ
た
り
意
見
聴
取
。(

全

施
連
は
指
名
さ
れ
ず
）

・
平
成
27
年
12
月
：
「
障
害
者

総
合
支
援
法
施
行
３
年
後
の
見

直
し
に
関
す
る
報
告
書
（
案
）
」

を
付
議
、
若
干
の
字
句
修
正
の

う
え
正
式
決
定
。

◆
報
告
書
は
「
基
本
的
な
考
え

方
」
と
「
各
論
」
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。

(1)
「
基
本
的
な
考
え
方
」
は
次

の
３
本
柱

①
新
た
な
地
域
生
活
の
展
開

・
本
人
が
望
む
地
域
生
活
の
実

現
等
。

②
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る

よ
り
き
め
細
や
か
な
対
応

・
障
害
児
に
対
す
る
専
門
的
で

多
様
な
支
援
、
高
齢
の
障
害
者

へ
の
円
滑
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
等
。

③
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

的
に
利
用
で
き
る
環
境
整
備

・
利
用
者
の
意
向
を
反
映
し
た

支
給
決
定
の
促
進
、
持
続
可
能

で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
。

(2)
「
各
論
」
に
お
け
る
今
後
の

取
組
み
（
知
的
障
害
者
に
特
に

関
係
す
る
項
目
）

①
常
時
介
護
を
要
す
る
障
害
者

等
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

・
重
度
障
害
者
を
対
象
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
、
地
域
生
活
を
支
援

す
る
サ
ー
ビ
ス
等
。

②
障
害
者
等
の
移
動
支
援

・
入
院
中
の
外
出
・
外
泊
に
伴

う
移
動
支
援
の
明
確
化
。

③
障
害
者
の
就
労
支
援

・
就
労
継
続
支
援
の
対
象
範
囲

の
拡
大
、
運
営
基
準
の
見
直
し

な
ら
び
に
就
労
定
着
に
向
け
た

生
活
面
の
支
援
を
行
う
サ
ー
ビ

ス
等
。

④
障
害
者
支
援
区
分
の
認
定
を

含
め
た
支
給
決
定
の
在
り
方

・
相
談
支
援
の
取
組
等
の
推
進

な
ら
び
に
障
害
支
援
区
分
の
認

定
に
関
す
る
課
題
の
把
握
と
改

善
策
検
討
。

⑤
障
害
者
の
意
思
決
定
支
援
・

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
の

在
り
方

・
意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
作
成
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
意
思
決
定
支
援
な

ら
び
に
成
年
後
見
制
度
の
利
用

支
援
。

⑥
聴
覚
・
言
語
機
能
・
音
声
機
能

そ
の
他
の
障
害
た
め
、
意
思
疎
通

を
図
る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
者
等

に
対
す
る
支
援
の
在
り
方

・
地
域
生
活
支
援
事
業
等
の
活

用
な
ら
び
に
支
援
機
器
の
活
用

促
進
等
。

⑦
高
齢
の
障
害
者
に
対
す
る
支

援
の
在
り
方

・
障
害
福
祉
制
度
と
介
護
保
険

制
度
と
の
連
携(

本
音
は
両
制
度

の
将
来
的
な
統
合
）
な
ら
び
に

障
害
者
の
高
齢
化
に
伴
う
心
身

の
機
能
低
下
等
へ
の
対
応

⑧
そ
の
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
在
り
方

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
質

の
確
保
・
向
上
な
ら
び
に
利
用

者
負
担
の
在
り
方
の
検
討(

今
後
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
制
限
や
、

利
用
者
負
担
の
増
が
懸
念
さ
れ

る
）
等
。

こ
の
報
告
書
に
つ
い
て
、
参

考
ま
で
に
次
の
お
二
方
の
意
見

(

要
約)

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

(1)

佐
藤
久
夫
氏(

日
本
社
会
事

業
大
学
・
教
授)

今
回
の
報
告
書
は
、
財
務
省

か
ら
の
要
望
を
反
映
し
て
、

「
よ
り
効
率
的
」
な
サ
ー
ビ
ス

利
用
、
ス
ム
ー
ズ
な
介
護
保
険

へ
の
移
行
の
体
制
づ
く
り
と
、

両
制
度
の
統
合
検
討
の
提
言
が

中
心
に
な
っ
た
。

(2)
藤
井
克
徳
氏(NPO

法
人
日
本

障
害
者
協
議
会
・
代
表)

報
告
書
は
、
障
害
者
福
祉
と

介
護
保
険
の
統
合
に
門
戸
を
開

い
た
中
身
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
本
質
的
な
問
題
が
抜
け
落

ち
、
薄
っ
ぺ
ら
な
財
源
問
題
だ

け
の
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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第
二
部

社
会
福
祉
法
人
改
革

一
部
の
社
会
福
祉
法
人
で
、

本
来
の
目
的
に
そ
ぐ
わ
な
い
次

の
よ
う
な
不
適
切
な
運
営
が
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
在
り
方
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

(1)
た
ま
に
し
か
法
人
に
顔
を
出

さ
な
い
名
前
だ
け
の
理
事
長
が

多
大
な
報
酬
を
得
て
い
る
。

(2)
法
人
・
施
設
の
全
て
の
役
職

を
、
親
族
・
身
内
で
占
め
て
い

る
。
（
閉
鎖
的
・
同
族
経
営
）

(3)
法
人
の
目
的
が
「
公
益
的
な

事
業
」
を
行
う
の
で
は
な
く
、

「
利
益
を
得
る
」
た
め
に
な
っ

て
い
る
。

そ
の
た
め
以
下
の
よ
う
な
改

革
案
が
国
会
に
付
議
さ
れ
て
い

る
。(

衆
議
院
は
昨
年
通
過
し
、

参
議
院
で
継
続
審
議
に
な
っ
て

い
る
。
可
決
さ
れ
れ
ば
平
成29

年
か
ら
施
行)

(1)
法
人
の
経
営
組
織
（
評
議
員

会
・
理
事
会
）
を
、
次
の
と
お

り
本
来
の
目
的
に
沿
っ
た
も
の

に
す
る
。

①
評
議
員
会
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て

・
現
在
は
理
事
長
の
諮
問
機

関
。
こ
れ
を
法
人
の
最
高
意
思

決
定
機
関
に
変
更
す
る
。(

理

事
長
・
理
事
会
は
、
法
人
業
務

の
執
行
機
関
に
な
る
。)

・
改
革
後
の
評
議
員
会
は
、
理

事
・
監
事
・
会
計
監
査
人
の
選

任
・
解
任
権
な
ら
び
に
事
業
報

告
と
決
算
の
承
認
権
な
ど
を
持

つ
。

・
現
在
、
評
議
員
に
は
家
族

の
代
表
を
必
ず
含
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
改
革
後
は
理

事
・
職
員
代
表
・
家
族
代
表
は

評
議
員
に
な
れ
な
い
。

・
新
し
い
評
議
員
の
選
任
は
、

例
え
ば
「
評
議
員
選
任
委
員
会
」

(

委
員
は
理
事
長
が
指
名
す
る)

を
設
け
て
行
う
こ
と
に
し
、
そ

の
旨
を
定
款
に
明
記
す
る
。

(2)
法
人
の
収
支
や
運
営
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
公
開
す

る
。

(3)
内
部
留
保
（
利
益
余
剰
金
）

の
使
途
を
明
確
に
す
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
に

お
け
る
現
状
実
態
を
見
る
と
、

平
成
25
年
度
の
場
合
、
１
施
設

当
た
り
の
内
部
留
保
額
が
３
億

円
強
、
平
均
収
支
差
率
が7

.
5

％
で
あ
り
、
一
般
企
業
の
「
経

常
利
益
率
」(

企
業
規
模
に
よ
っ

て1
.
2
%

～4
.
5
%
)

と
比
較
し
て

か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
加
え
て
、
社
会
福
祉
法
人

の
場
合
は
、
「
利
益
剰
余
金
」

に
税
金
が
か
か
ら
な
い
と
い
う

優
遇
措
置
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
「
社

会
福
祉
法
人
は
儲
け
過
ぎ
て
い

る
」
と
い
う
批
判
が
あ
り
、
そ

の
結
果
、
内
部
留
保
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
な
改
革
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

①
何
の
た
め
の
内
部
留
保
な
の

か
、
そ
の
目
的
を
明
確
に
す
る
。

②
そ
し
て
、
法
人
経
営
の
た
め

本
当
に
必
要
な
次
の
よ
う
な
も

の
以
外
の
内
部
留
保
は
、
他
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
再
投

下
す
る
。

・
事
業
に
活
用
し
て
い
る
土

地
・
建
物
・
設
備
等

・
事
業
の
再
生
産
に
必
要
な

財
産(

建
替
・
大
規
模
修
繕
の

た
め
の
自
己
資
金)

・
事
業
の
運
転
資
金

(4)
社
会
貢
献
の
た
め
の
次
の
よ

う
な
活
動
を
義
務
付
け
る
。

①
生
活
困
難
者
に
対
す
る
無
料
・

低
額
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

②
社
会
福
祉
事
業
と
し
て
制
度

化
さ
れ
て
い
な
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
、
無
料
・
低
額
な
料
金
に

よ
る
提
供
。

な
ど

(5)
行
政
に
よ
る
指
導
・
監
督
を

強
化
す
る
。

以
上

障害を持つ人たちが病気になったとき、
ケガをしたときに備えて

神奈川施保連では、知的障害児者や自閉症児者が病気やケガをしたとき、ま
た、そのために入院したときなどに備え、「やまゆり知的障害児者生活サポー
ト協会」の運営に参加しています。加入資格、その他の詳細は、下記までお問
い合わせください。

やまゆり知的障害児者生活サポート協会
〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2 神奈川県社会福祉会館内


